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一は
じ
め
に
本
稿
は
、
山
部
赤
人
の
｢
不
尽
山
を
望
む
歌｣
(『
万
葉
集』
巻
３
・
三
一
七
〜
三
一
八)
を
考
察
の
対
象
と
す
る
。
ま
ず
は
、
そ
の
作
品
を
掲
げ
よ
う
(
)
。
山
部
宿
祢
赤
人
望
二
不
盡
山
一
歌
一
首
并
短
歌
天あめ
地つち
の
分わ
か
れ
し
時とき
ゆ
神かむ
さ
び
て
高たか
く
貴
た
ふ
と
き
駿する
河が
な
る
不ふ
尽じ
の
高たか
嶺ね
を
天あま
の
原はら
振ふ
り
放さ
け
見み
れ
ば
渡わた
る
日ひ
の
影かげ
も
隠かく
ら
ひ
照て
る
月つき
の
光
ひ
か
り
も
見み
え
ず
白しら
雲くも
も
い
行ゆ
き
は
ば
か
り
時とき
じ
く
そ
雪ゆき
は
降ふ
り
け
る
語かた
り
継つ
ぎ
言い
ひ
継つ
ぎ
行ゆ
か
む
不ふ
尽じ
の
高たか
嶺ね
は
(
３
・
三
一
七)
反
歌
田た
児ご
の
浦うら
ゆ
う
ち
出い
で
て
見み
れ
ば
真ま
白しろ
に
そ
不ふ
尽じ
の
高たか
嶺ね
に
雪ゆき
は
降ふ
り
け
る
(
三
一
八)
当
該
作
品
に
対
し
て
、
坂
本
信
幸
氏
｢
時
間
・
空
間
・
山
部
赤
人
(
)｣
が
｢
設
定
さ
れ
た
空
間｣
と
指
摘
し
、
内
田
賢

氏
｢
山
部
赤
人
の
時
空
(
)｣
が
｢
構
図｣
と
指
摘
し
た
よ
う
に
、
当
該
作
品
を
論
じ
る
際
に
は
、
作
品
に
お
け
る
｢
空
間｣
が
ど
の
よ
う
に
把
握
さ
れ
、
設
定
さ
れ
、
構
図
を
成
し
て
い
る
か
を
分
析
す
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
際
に
は
、
坂
本
信
幸
氏
｢
赤
人
の
富
士
の
山
の
歌
(
)｣
が
｢
長
歌
反
歌
は
緊
密
な
関
係
を
有
し
て｣
い
る
と
指
摘
す
る
よ
う
に
、
当
該
作
品
全
体
の
表
現
分
析
に
基
づ
い
て
の
｢
空
間｣
｢
設
定｣
｢
構
図｣
の
分
析
が
求
め
ら
れ
よ
う
。
本
稿
は
、〈
視
座
〉
を
分
析
の
切
り
口
と
し
て
論
じ
る
。
清
水
克
彦
氏
｢
山
部
赤
人
論
(
)｣
は
、
当
該
作
品
の
反
歌
三
一
八
番
歌
の
｢
う
ち
出
で
て
見
れ
ば｣
に
着
目
し
、
時
を
限
定
し
、
し
ゅ
ん
か
ん
に
お
け
る
雪
の
光
を
と
ら
え
た
が
ゆ
え
に
、
そ
の
光
は
い
っ
そ
う
か
が
や
き
を
増
し
、
す
ぐ
れ
た
感
覚
的
な
美
の
世
界
が
成
立
し
た
の
で
あ
る
。
と
指
摘
し
た
。
こ
の
指
摘
は
｢
時
の
限
定｣
に
要
点
が
あ
る
わ
け
だ
が
、
そ
の
｢
時
の
限
定｣
が
成
さ
れ
る
場
所
と
し
て
、｢
田
児
の
浦
ゆ
う
ち
出
で
て
見
れ
ば｣
と
歌
う
〈
視
座
〉
が
あ
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
の
〈
視
座
〉
は
ど
こ
に
求
め
ら
れ
る
か
を
論
じ
る
こ
と
が
勘
所
を
成
す
と
考
え
る
。
長
歌
は
｢
天
地
の
分
か
れ
し
時
ゆ
神
さ
び
て
高
く
貴
き
駿
河
な
る
不
尽
の
高
嶺
を｣
と
歌
い
出
さ
れ
、｢
語
り
継
ぎ
言
ひ
継
ぎ
行
か
む
不
尽
の
高
嶺
は｣
と
歌
い
収
め
ら
れ
る
こ
と
で
、
不
尽
山
を
讃
仰
す
べ
き
こ
と
を
述
べ
る
。
こ
の
作
品
の
根
幹
が
不
尽
山
へ
の
讃
仰
に
あ
る
こ
と
は
動
か
な
い
。
な
ら
ば
、〈
讃
仰
す
る
た
め
の
視
座
〉
の
確
保
が
肝
要
と
な
ろ
う
。
つ
ま
り
、
ど
こ
か
ら
見
る
と
讃
仰
に
お
い
て
効
果
が
最
大
と
な
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
が
問
題
の
俎
上
に
の
ぼ
る
わ
け
で
あ
る
。
本
稿
は
、
当
該
作
品
の
表
現
分
析
を
と
お
し
て
、
当
該
作
品
に
お
け
る
〈
讃
仰
す
る
た
め
の
視
座
〉
の
設
定
に
つ
い
て
論
じ
た
い
。
二
題
詞
の｢
望｣
に
つ
い
て
題
詞
に
は
｢
望
二
不
盡
山
一｣
と
あ
る
。
こ
の
｢
望｣
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。
当
該
作
品
の
直
後
に
配
列
さ
れ
同
じ
く
不
尽
山
を
歌
う
高
橋
虫
麻
呂
作
品
(
巻
３
・
三
一
九
〜
三
二
一)
の
題
詞
は
｢
詠
二
不
盡
山
一
歌｣
で
あ
り
、
詠
物
の
形
を
取
る
虫
麻
呂
作
品
と
の
違
い
が
あ
る
わ
け
で
あ
る
。
当
該
作
品
の
題
詞
に
採
ら
れ
て
い
る
｢
望｣
の
字
義
を
求
め
よ
う
。『
毛
詩
正
義
(
)』
(
国
風
、
衛
、
河
廣)
に
は
、
(一 )
	
川
晶
輝
山
部
赤
人
｢
不
尽
山
を
望
む
歌｣
に
つ
い
て
誰
謂
河
廣
、
一
葦
杭
レ
之
。
…
…
誰
謂
宋
遠
、
跂
予
望
レ
之
[
箋
云
、
予
我
也
。
誰
謂
宋
国
遠
與
。
我
跂
レ
足
則
、
可
三
以
望
二
見
之
一。
亦
踰
越
也
。
今
我
之
不
レ
往
直
以
義
不
レ
往
耳
。
非
レ
為
二
其
遠
一。]
…
…
と
あ
る
。[
]
内
は
鄭
玄
の
注
で
あ
る
。
こ
の
鄭
玄
注
に
は
、
足
を
爪
立
て
れ
ば
(｢
跂｣
は
か
か
と
を
上
げ
て
爪
立
つ
義)
、
宋
国
を
｢
望
見｣
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
上
代
の
官
人
が
『
詩
経』
を
読
む
場
合
は
こ
の
鄭
玄
注
本
に
依
拠
す
べ
き
で
あ
っ
た
こ
と
は
周
知
の
こ
と
が
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、｢
望｣
の
遠
く
を
見
は
る
か
す
字
義
を
上
代
の
官
人
は
熟
知
し
て
い
た
と
言
え
よ
う
。
次
に
、『
釋
名
(
)』
(
巻
二
、
釋
姿
容
第
九)
に
は
、｢
望
、
茫
也
。
遠
視
茫
茫
也
。｣
と
あ
る
。
こ
こ
で
は
、｢
望｣
が
｢
茫｣
す
な
わ
ち
遠
く
ひ
ろ
び
ろ
と
し
て
い
る
こ
と
と
関
わ
る
と
記
さ
れ
、｢
遠
視｣
と
記
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、｢
望｣
が
遠
く
を
ひ
ろ
び
ろ
と
視
る
義
を
持
つ
こ
と
の
説
明
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
｢
望｣
の
字
義
を
見
定
め
た
う
え
で
、
こ
の
｢
望｣
が
漢
籍
に
お
い
て
詩
題
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
様
相
を
見
て
み
よ
う
(
一
部
、｢
｣
の
題
も
含
む)
。
初
唐
の
類
書
『
芸
文
類
聚
(
)』
を
見
て
み
よ
う
。
｢
宋
孝
武
帝
齋
中
望
月
詩｣
｢
梁
簡
文
帝
望
月
詩｣
｢
梁
孝
元
帝
望
江
中
月
影
詩｣
｢
梁
何

望
初
月
詩｣
｢
梁
蕭
子
範
望
秋
月
詩｣
(
以
上
、
巻
一
、
天
部
上
、
月)
。｢
梁
丘
遲
望
雪
詩｣
(
巻
二
、
天
部
下
、
雪)
。｢
梁
劉
苞
望
夕
雨
詩｣
(
巻
二
、
天
部
下
、
雨)
。｢
梁
范
雲
望
織
女
詩｣
(
巻
四
、
歳
時
部
中
、
七
月
七
日)
。｢
陳
徐
陵
後
堂
望
美
人
山
銘｣
(
巻
七
、
山
部
上
、
總
載
山)
。｢
宋
謝
靈
運
登
廬
山

頂
望
諸
詩｣
｢
又
(
宋
鮑
昭)
登
廬
山
望
石
門
詩｣
(
以
上
、
巻
七
、
山
部
上
、
廬
山)
。｢
梁
江
淹
望

山
詩｣
(
巻
七
、
山
部
上
、

山)
。｢
齊
謝
望
海
詩｣
｢
梁
劉
孝
標
登
郁
洲
山
望
海
詩｣
(
以
上
、
巻
八
、
水
部
上
、
海
水)
。｢
梁
劉
孝
綽
和
太
子
落
日
望
水
詩｣
(
巻
八
、
水
部
上
、
江
水)
。
｢
梁
費
昶
春
郊
望
美
人
詩｣
(
巻
十
八
、
人
部
二
、
美
婦
人)
。｢
又
(
宋
鮑
昭)
齊
劉
繪
入
琵
琶
峽
望
積
布
磯
詩｣
｢
齊
謝
和
劉
繪
琵
琶
峽
望
積
布
磯
詩｣
｢
梁
王
僧
孺
中
川
長
望
詩｣
｢
梁
王
遊
望
詩｣
｢
梁
肩
吾
舟
中
寒
望
詩｣
(
以
上
、
巻
二
十
七
、
人
部
十
一
、
行
旅)
。｢
又
(
宋
謝
靈
運)
東
山
望
海
詩｣
｢
又
(
梁
簡
文
帝)
薄
逐
涼
北
樓
迴
望
詩｣
｢
梁
沈
約
登
高
望
春
詩｣
｢
又
(
梁
沈
約)
秋
晨
羈
怨
望
海
思
歸
詩｣
｢
梁
劉
孝
威
登
覆
舟
山
望
湖
北
詩｣
｢
梁
蕭
子
範
東
亭
極
望
詩｣
｢
梁
蕭
子
雲
落
日
郡
西
齋
望
海
山
詩｣
｢
梁

登
鍾
山
讌
集
望
西
靜
壇
詩｣
｢
梁
肩
吾
登
城
北
望
詩｣
｢
又
(
梁
肩)
和
晉
安
王
薄
逐
涼
北
樓
迴
望
詩｣
｢
北
齊
劉
逖
秋
朝
野
望
詩｣
｢
又
(
陳
陰
鏗)
登
武
昌
岸
望
詩｣
｢
又
(
陳
陰
鏗)
和
侯
司
空
登
樓
望

詩｣
(
以
上
、
巻
二
十
八
、
人
部
十
二
、
遊
覧)
。
な
ど
、
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
。『
文
選
(
	)』
(
巻
二
七
、
行
旅
下)
に
も
、｢
晩
登
二
三
山
一
還
二
望
京
邑
一
一
首
謝
玄
暉｣
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、｢
望｣
は
、
漢
籍
に
お
い
て
詩
題
を
形
作
っ
て
存
在
し
て
い
た
。
当
該
作
品
に
お
い
て
も
、
題
詞
の
｢
望｣
が
主
題
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
明
瞭
で
あ
る
。
左
に
、
万
葉
集
中
の
題
詞
に
お
け
る
｢
望｣
の
用
例
を
掲
げ
た
。
①
天
皇
登
二
香
具
山
一
望
レ
國
之
時
御
製
歌
(
１
・
二
題
詞)
②
和
銅
三
年
庚
戌
春
二
月
従
二
藤
原
宮
一
遷
二
于
寧
樂
宮
一
時
御
輿
停
二
長
屋
原
一
廻
二
望
古
郷
一
作
歌
一
書
云
太
上
天
皇
御
製
(
１
・
七
八
題
詞)
③
但
馬
皇
女
薨
後
穂
積
皇
子
冬
日
雪
落
遥
二
望
御
墓
一
悲
傷
流
涕
御
作
歌
一
首
(
２
・
二
〇
三
題
詞)
④
山
部
宿
祢
赤
人
望
二
不
盡
山
一
歌
一
首
并
短
歌
(
３
・
三
一
七
当
該
歌
題
詞)
⑤
夏
四
月
大
伴
坂
上
郎
女
奉
レ
拜
二
賀
茂
神
社
一
之
時
便
超
二
相
坂
山
一
望
二
見
近
江
海
一
而
晩
頭
還
来
作
歌
一
首
(
６
・
一
〇
一
七
題
詞)
⑥
至
二
筑
紫
舘
一
遥
二
望
本
郷
一
悽
愴
作
歌
四
首
(
15
・
三
六
五
二
〜
三
六
五
五
題
詞)
⑦
海
邊
望
レ
月
作
歌
九
首
(
15
・
三
六
五
九
〜
三
六
六
七
題
詞)
⑧
肥
前
國
松
浦
郡
狛
嶋
亭
舶
泊
之
夜
遥
二
望
海
浪
一
各
慟
二
旅
心
一
作
歌
七
首
(
15
・
三
六
八
一
〜
三
六
八
七
題
詞)
⑨
到
二
對
馬
嶋
淺
茅
浦
一
舶
泊
之
時
不
レ
得
二
順
風
一
経
停
五
箇
日
於
レ
是
瞻
二
望
物
華
一
各
陳
二
慟
心
一
作
歌
三
首
(
15
・
三
六
九
七
〜
三
六
九
九
題
詞)
⑩
十
二
日
遊
二
覧
布
勢
水
海
一
船
二
泊
於
多
灣
一
望
二
見
藤
花
一
各
述
レ
懐
作
歌
四
首
(
19
・
四
一
九
九
〜
四
二
一
二
題
詞)
こ
の
よ
う
な
用
例
の
あ
り
方
の
中
で
④
の
当
該
赤
人
作
品
は
、
作
者
名
｢
山
部
宿
祢
赤
人｣
の
後
す
ぐ
に
｢
望
二
不
盡
山
一
歌｣
と
あ
り
、｢
望｣
が
き
わ
め
て
主
題
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
で
き
よ
う
。
こ
の
点
、
荷
田
春
満
『
萬
葉
集
童
蒙
抄』
が
早
く
に
、｢
こ
の
望
と
あ
る
は
、
高
山
大
仙
な
れ
ば
、
尤
仰
見
る
の
意
、
か
つ
眺
望
の
義
を
も
か
ね
て
の
標
題
也｣
と
指
摘
し
て
い
た
こ
と
が
評
さ
れ
る
。
な
お
、
当
該
作
品
の
題
詞
を
作
者
山
部
赤
人
が
付
し
た
と
述
べ
る
根
拠
は
無
い
。
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お
そ
ら
く
編
者
に
よ
っ
て
、
当
該
作
品
が
｢
望
二
不
盡
山
一
歌｣
と
記
す
に
ふ
さ
わ
し
い
と
理
解
さ
れ
て
付
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
お
い
て
、
題
詞
｢
望
二
不
盡
山
一
歌｣
に
お
け
る
〈
望
〉
の
主
題
を
把
握
で
き
る
の
で
あ
り
、〈
讃
仰
す
る
た
め
の
視
座
〉
の
確
保
を
考
究
す
る
本
稿
の
妥
当
性
が
保
証
さ
れ
よ
う
。
三
長
歌
に
つ
い
て
(
一)
天
地
の
分
か
れ
し
時
ゆ
神
さ
び
て
高
く
貴
き
ま
ず
、
長
歌
の
歌
い
出
し
部
分
の
表
現
の
分
析
か
ら
始
め
よ
う
。｢
天
地
の
分
か
れ
し
時
ゆ
神
さ
び
て｣
と
い
う
よ
う
に
、
神
話
世
界
の
時
間
を
持
ち
出
し
て
神
妙
な
る
様
を
描
き
出
そ
う
と
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
叙
述
が
｢
高
く
貴
き｣
を
修
飾
し
て
い
る
歌
の
あ
り
方
に
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
小
島
憲
之
氏
｢
萬
葉
集
と
中
国
文
学
と
の
交
流
―
そ
の
概
観
―
(
)｣
は
、
山
を
｢
貴｣
で
表
現
す
る
漢
籍
の
例
と
し
て
、
夫
少
室
作
レ
鎮△
、
以
峻△
極△
而
レ
奇
、
太
華
神
掌
、
以
削
成
而
称
レ
貴○
(
陳
顧
野
王
、
虎
丘
山
序
、
芸
文
類
聚
山
部
所
収)
(
諸
傍
点
す
べ
て
小
島
氏)
を
指
摘
す
る
。
右
の
『
芸
文
類
聚』
所
収
の
陳
顧
野
王
｢
虎
丘
山
序｣
の
う
ち
の
｢
削
成｣
は
、
峰
が
削
れ
る
よ
う
に
そ
そ
り
立
つ
高
い
様
相
を
表
し
て
お
り
、
そ
の
様
相
を
｢
貴｣
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
修
飾
部
｢
天
地
の
分
か
れ
し
時
ゆ
神
さ
び
て
高
く
貴
き｣
が
一
体
と
な
っ
て
、
次
の
｢
駿
河
な
る
不
尽
の
高
嶺｣
へ
と
掛
か
っ
て
ゆ
く
。
当
該
長
歌
の
冒
頭
は
、
こ
の
よ
う
に
、｢
不
尽
の
高
嶺｣
の
貴
い
ま
で
の
高
さ
が
標
榜
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
(
二)
駿
河
な
る
不
尽
の
高
嶺
を
天
の
原
振
り
放
け
見
れ
ば
次
に
、｢
振
り
放
け
見
る｣
を
分
析
し
た
い
。
万
葉
集
中
の
｢
振
り
放
け
見
る｣
の
用
例
は
次
に
示
す
と
お
り
で
あ
る
。｢
振
り
放
け
見
る｣
に
傍
線
を
付
し
、
そ
の
行
為
の
対
象
に
四
角
囲
み
を
付
し
た
。
イ
天
の
原
振
り
放
け
見
れ
ば
大
君
の
御
寿
は
長
く
天
足
ら
し
た
り
(
２
・
一
四
七)
ロ
や
す
み
し
し
我
が
大
君
の
夕
さ
れ
ば
見
し
た
ま
ふ
ら
し
明
け
来
れ
ば
問
ひ
た
ま
ふ
ら
し
神
岡
の
山
の
黄
葉
を
今
日
も
か
も
問
ひ
た
ま
は
ま
し
明
日
も
か
も
見
し
た
ま
は
ま
し
そ
の
山
を
振
り
放
け
見
つ
つ
…
…
(
２
・
一
五
九)
ハ
…
…
我
が
大
君
皇
子
の
御
門
を
(｢
一
云｣
省
略)
神
宮
に
装
ひ
ま
つ
り
て
使
は
し
し
御
門
の
人
も
白
た
へ
の
麻
衣
着
て
埴
安
の
御
門
の
原
に
あ
か
ね
さ
す
日
の
こ
と
ご
と
鹿
じ
も
の
い
這
ひ
伏
し
つ
つ
ぬ
ば
た
ま
の
夕
に
至
れ
ば
大
殿
を
振
り
放
け
見
つ
つ
鶉
な
す
い
這
ひ
も
と
ほ
り
さ
も
ら
へ
ど
さ
も
ら
ひ
え
ね
ば
…
…
(
２
・
一
九
九)
ニ
天
の
原
振
り
放
け
見
れ
ば
白
真
弓
張
り
て
掛
け
た
り
夜
道
は
良
け
む
(
３
・
二
八
九)
ホ
当
該
歌
(
３
・
三
一
七)
ヘ
振
り
放
け
て
三
日
月
見
れ
ば
一
目
見
し
人
の
眉
引
き
思
ほ
ゆ
る
か
も
(
６
・
九
九
四)
ト
天
の
原
振
り
放
け
見
れ
ば
天
の
川
霧
立
ち
渡
る
君
は
来
ぬ
ら
し
(
10
・
二
〇
六
八)
チ
遠
き
妹
が
振
り
放
け
見
つ
つ
偲
ふ
ら
む
こ
の
月
の
面
に
雲
な
た
な
び
き
(
11
・
二
四
六
〇)
リ
我
が
背
子
が
振
り
放
け
見
つ
つ
嘆
く
ら
む
清
き
月
夜
に
雲
な
た
な
び
き
(
11
・
二
六
六
九)
ヌ
我
が
背
子
は
待
て
ど
来
ま
さ
ず
天
の
原
振
り
放
け
見
れ
ば
ぬ
ば
た
ま
の
夜
も
ふ
け
に
け
り
…
…
(
13
・
三
二
八
〇)
ル
物
思
は
ず
道
行
く
行
く
も
青
山
を
振
り
放
け
見
れ
ば
つ
つ
じ
花
に
ほ
え
娘
子
桜
花
栄
え
娘
子
…
…
(
13
・
三
三
〇
五)
ヲ
物
思
は
ず
道
行
く
行
く
も
青
山
を
振
り
放
け
見
れ
ば
つ
つ
じ
花
に
ほ
え
娘
子
桜
花
栄
え
娘
子
…
…
(
13
・
三
三
〇
九)
ワ
…
…
泣
く
我
目
か
も
迷
へ
る
大
殿
を
振
り
放
け
見
れ
ば
白
た
へ
に
飾
り
奉
り
て
…
…
(
13
・
三
三
二
四)
カ
天
の
原
振
り
放
け
見
れ
ば
夜
そ
ふ
け
に
け
る
よ
し
ゑ
や
し
ひ
と
り
寝
る
夜
は
明
け
ば
明
け
ぬ
と
も
(
15
・
三
六
六
二)
ヨ
…
…
卯
の
花
の
に
ほ
へ
る
山
を
よ
そ
の
み
も
振
り
放
け
見
つ
つ
近
江
道
に
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い
行
き
乗
り
立
ち
…
…
(
17
・
三
九
七
八)
タ
射
水
川
い
行
き
巡
れ
る
玉
く
し
げ
二
上
山
は
春
花
の
咲
け
る
盛
り
に
秋
の
葉
の
に
ほ
へ
る
時
に
出
で
立
ち
て
振
り
放
け
見
れ
ば
…
…
(
17
・
三
九
八
五)
レ
…
…
新
川
の
そ
の
立
山
に
常
夏
に
雪
降
り
敷
き
て
帯
ば
せ
る
片
貝
川
の
清
き
瀬
に
朝
夕
ご
と
に
立
つ
霧
の
思
ひ
過
ぎ
め
や
あ
り
通
ひ
い
や
年
の
は
に
よ
そ
の
み
も
振
り
放
け
見
つ
つ
…
…
(
17
・
四
〇
〇
〇)
ソ
…
…
行
き
変
は
る
年
の
は
ご
と
に
天
の
原
振
り
放
け
見
つ
つ
言
ひ
継
ぎ
に
す
れ
(
18
・
四
一
二
五)
ツ
…
…
白
塗
の
小
鈴
も
ゆ
ら
に
あ
は
せ
や
り
振
り
放
け
見
つ
つ
憤
る
心
の
内
を
思
ひ
延
べ
嬉
し
び
な
が
ら
枕
づ
く
つ
ま
屋
の
内
に
鳥
座
結
ひ
据
ゑ
て
そ
我
が
飼
ふ
真
白
斑
の
鷹
(
19
・
四
一
五
四)
ネ
天
地
の
遠
き
初
め
よ
世
間
は
常
な
き
も
の
と
語
り
継
ぎ
流
ら
へ
来
れ
天
の
原
振
り
放
け
見
れ
ば
照
る
月
も
満
ち
欠
け
し
け
り
…
…
(
19
・
四
一
六
〇)
ナ
我
が
背
子
と
手
携
は
り
て
明
け
来
れ
ば
出
で
立
ち
向
か
ひ
夕
さ
れ
ば
振
り
放
け
見
つ
つ
思
ひ
延
べ
見
和
ぎ
し
山
に
…
…
(
19
・
四
一
七
七)
ラ
我
が
面
の
忘
れ
も
し
だ
は
筑
波
嶺
を
振
り
放
け
見
つ
つ
妹
は
偲
は
ね
(
20
・
四
三
六
七)
当
該
歌
で
は
、｢
駿
河
な
る
不
尽
の
高
嶺
を
天
の
原
振
り
放
け
見
れ
ば｣
と
あ
る
。｢
駿
河
な
る
不
尽
の
高
嶺
を、｣
と
あ
る
の
だ
か
ら
、
こ
こ
で
｢
振
り
放
け
見
る｣
対
象
が
す
で
に
示
さ
れ
て
い
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
歌
で
は
、
そ
の
｢
駿
河
な
る
不
尽
の
高
嶺
を｣
の
後
に
｢
天
の
原｣
が
付
け
ら
れ
、｢
天
の
原
振
り
放
け
見
れ
ば｣
と
な
っ
て
い
る
。
同
じ
く
｢
天
の
原｣
を
持
っ
て
い
る
右
の
イ
、
ト
、
ヌ
、
カ
、
ソ
、
ネ
で
は
、
そ
の
｢
天
の
原｣
が
｢
振
り
放
け
見
る｣
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
当
該
歌
の
｢
天
の
原｣
は
と
も
す
る
と
畳
語
と
捉
え
ら
れ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
こ
こ
は
、
畳
語
で
片
付
け
て
し
ま
う
の
で
は
な
く
、
こ
の
｢
天
の
原｣
が
あ
る
こ
と
の
意
義
を
見
出
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、｢
天
の
原｣
が
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
対
象
と
な
っ
て
い
る
｢
駿
河
な
る
不
尽
の
高
嶺｣
が
｢
天
の
原｣
に
あ
る
か
の
よ
う
に
捉
え
る
働
き
を
帯
び
る
の
だ
。
井
上
通
泰
氏
『
萬
葉
集
新
考』
は
、｢
こ
の
ア
マ
ノ
ハ
ラ
フ
リ
サ
ケ
ミ
レ
バ
は
外
の
例
と
は
異
な
り
。
即
外
の
例
な
る
は
ア
マ
ノ
ハ
ラ
ヲ
の
ヲ
を
略
し
た
る
な
れ
ど
今
は
ア
マ
ノ
ハ
ラ
ニ
の
ニ
を
略
し
た
る
な
り｣
と
指
摘
し
、
山
田
孝
雄
氏
『
萬
葉
集
講
義』
も
賛
同
す
る
。
こ
こ
に
、｢
駿
河
な
る
不
尽
の
高
嶺｣
が
｢
天
の
原｣
に
あ
る
よ
う
に
捉
え
る
働
き
を
見
出
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
こ
の
あ
り
よ
う
は
、
不
尽
山
を
｢
高
く
貴
き｣
と
捉
え
た
当
該
長
歌
の
歌
い
出
し
の
あ
り
方
と
軌
を
一
に
す
る
。
(
三)
渡
る
日
の
影
も
隠
ら
ひ
照
る
月
の
光
も
見
え
ず
白
雲
も
い
行
き
は
ば
か
り
時
じ
く
そ
雪
は
降
り
け
る
｢
渡
る
日
の
影
も
隠
ら
ひ
照
る
月
の
光
も
見
え
ず｣
に
つ
い
て
、
早
く
北
村
季
吟
『
萬
葉
拾
穂
抄』
は
｢
山
の
高
大
を
い
ふ
也
。
史
記
曰
、
崑
崙
コ
ン
ロ
ン
ハ
日
月
ノ
所
三
相
避
ヒ
サ
ケ
隠テ
為
二
光
明ヲ
一
也
と
い
ひ
し
た
く
ひ
に
や｣
と
述
べ
、
漢
籍
の
表
現
か
ら
の
影
響
を
指
摘
し
た
。
そ
れ
を
受
け
て
契
沖
『
万
葉
代
匠
記』
(
初
稿
本)
は
、｢
史
記
、
大
宛
列
伝
賛
曰｣
｢
司
馬
長

子
虚
賦
曰｣
｢
謝
玄
暉
敬
亭
山
詩
云｣
と
い
う
よ
う
に
用
例
を
示
し
、
こ
の
部
分
の
叙
述
が
漢
籍
に
依
拠
す
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。『
代
匠
記』
の
導
き
に
従
い
、
漢
籍
の
用
例
に
あ
た
っ
て
み
よ
う
。『
史
記
(
)』
巻
一
二
三
、
大
宛
列
傳
第
六
十
三
に
は
、｢
太
史
公
曰..
禹
本
紀
言
『
河
出
崑
崙
。
崑
崙
其
高
二
千
五
百
餘
里

日
月
所
相
避
隱
為
光
明
也
。
其
上
有
醴
泉
、
瑤
池』
。｣
と
あ
り
(
傍
線
等
す
べ
て
原
文)
、『
文
選』
巻
七
、
司
馬
長
｢
子
虚
賦｣
に
は
、｢
其
山
則
盤
紆
鬱
、
隆
崇

。
岑
崟
參
差
、
日
月
蔽
虧
。｣
と
あ
り
、『
文
選』
巻
二
十
七
、
謝
玄
暉
｢
敬
亭
山
詩
一
首｣
に
は
、｢
茲
山
亙
二
百
里
一、
合
沓
與
レ
雲
齊
。
隱
淪
既
已
託
、
靈
異
惧
然
棲
。
上
干
蔽
二
白
日
一、
下
屬
帶
二
迴
谿
一。｣
と
あ
る
。
｢
白
雲
も
い
行
き
は
ば
か
り｣
に
つ
い
て
は
、
高
松
寿
夫
氏
｢
〈
不
尽
山
〉
の
発
見
―
赤
人
・
虫
麻
呂
歌
を
め
ぐ
っ
て (
)―｣
が
、『
芸
文
類
聚』
に
載
る
用
例
と
し
て
｢
崑
天
竦
、
五
岳
雲
停
。｣
(

肅
之
｢
山
賛｣)
を
指
摘
し
、
さ
ら
に
、｢
時
じ
く
そ
雪
は
降
り
け
る｣
に
つ
い
て
も
高
松
論
文
が
、『
芸
文
類
聚』
に
載
る
用
例
と
し
て
｢
昼
夜
蔽
二
日
月
一、
冬
夏
共
霜
雪
。｣
(
謝
霊
運
｢
登
廬
山
絶
頂
望
諸
詩｣)
な
ど
を
示
す
。
当
該
長
歌
の
｢
渡
る
日
の
影
も
隠
ら
ひ
照
る
月
の
光
も
見
え
ず
白
雲
も
い
行
き
は
ば
か
り
時
じ
く
そ
雪
は
降
り
け
る｣
と
い
う
叙
述
で
は
、
不
尽
山
の
そ
の
高
さ
を
讃
仰
す
る
こ
と
に
力
が
注
が
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
あ
り
方
は
、
こ
の
長
歌
冒
頭
部
が
｢
高
く
貴
き
不
尽
の
高
嶺
を｣
で
始
ま
り
、
長
歌
の
終
結
部
が
｢
不
尽
の
高
嶺
は｣
で
終
わ
り
｢
高
嶺｣
と
強
調
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
軌
を
一
に
す
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
叙
述
は
右
に
見
た
と
お
り
、
す
べ
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て
漢
籍
の
表
現
に
源
を
持
つ
と
お
ぼ
し
い
。
と
な
れ
ば
、
当
該
長
歌
の
叙
述
は
、
漢
籍
の
表
現
の
摂
取
に
基
づ
く
き
わ
め
て
概
念
的
な
叙
述
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
こ
う
し
た
概
念
的
な
叙
述
の
あ
り
よ
う
は
、
前
述
の
｢
振
り
放
け
見
れ
ば｣
に
お
い
て
も
影
を
落
と
し
て
い
る
と
言
え
る
。
つ
ま
り
、｢
駿
河
な
る
不
尽
の
高
嶺
を
天
の
原
振
り
放
け
見
れ
ば｣
と
歌
い
、｢
不
尽
の
高
嶺｣
が
｢
天
の
原｣
に
あ
る
か
の
よ
う
に
捉
え
る
働
き
を
帯
び
て
、｢
不
尽
の
高
嶺｣
の
高
さ
の
標
榜
に
寄
与
す
る
わ
け
で
あ
る
が
、
ど、
こ、
か、
ら、｢
振
り
放
け
見｣
て
い
る
の
か
示
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。｢
振
り
放
け
見
る｣
〈
視
座
〉
が
明
示
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
本
稿
は
こ
の
あ
り
よ
う
を
批
判
す
る
も
の
で
は
な
い
。
前
掲
坂
本
信
幸
氏
｢
赤
人
の
富
士
の
山
の
歌｣
が
｢
長
歌
反
歌
は
緊
密
な
関
係
を
有
し
て｣
い
る
と
指
摘
し
て
い
た
こ
と
を
も
う
一
度
想
起
し
よ
う
。
こ
こ
に
は
、
長
歌
と
反
歌
の
役
割
分
担
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、
当
該
作
品
に
お
い
て
長
歌
は
一
身
に
不
尽
山
の
高
さ
の
讃
仰
の
役
割
を
担
い
、｢
ど
こ
か
ら
振
り
放
け
見
る｣
の
か
の
叙
述
を
あ
え
て
欠
く
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
い
わ
ば
叙
述
の
空
所
を
反
歌
が
描
き
出
す
と
い
う
役
割
分
担
を
見
出
せ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
｢
振
り
放
け
見
る｣
〈
視
座
〉
の
在
処
(
あ
り
か)
の
説
明
は
、
す
べ
て
反
歌
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
。
四
反
歌
に
つ
い
て
で
は
、
反
歌
の
表
現
の
分
析
に
移
ろ
う
。
論
述
の
便
宜
の
た
め
に
反
歌
を
も
う
一
度
掲
げ
る
。
田
児
の
浦
ゆ
う
ち
出
で
て
見
れ
ば
真
白
に
そ
不
尽
の
高
嶺
に
雪
は
降
り
け
る
(
三
一
八)
こ
の
反
歌
で
は
、
第
三
句
か
ら
第
五
句
に
お
い
て
｢
真
白
に
そ
不
尽
の
高
嶺
に
雪
は
降
り
け
る｣
と
い
う
よ
う
に
気
付
き
の
｢
け
り｣
を
用
い
て
詠
嘆
し
て
い
る
。
反
歌
に
お
け
る
詠
嘆
の
中
心
が
こ
こ
に
あ
る
こ
と
は
動
か
な
い
。
と
こ
ろ
で
、
長
歌
で
す
で
に
｢
時
じ
く
そ
雪
は
降
り
け
る｣
と
歌
わ
れ
て
い
る
の
に
、
こ
の
反
歌
で
再
び
｢
不
尽
の
高
嶺
に
雪
は
降
り
け
る｣
と
い
う
よ
う
に
気
付
き
の
｢
け
り｣
を
用
い
て
、
今
気
付
い
て
驚
い
て
い
る
よ
う
に
歌
う
の
は
な
ぜ
な
の
か
。
感
動
の
表
出
の
機
微
に
は
、｢
真
白
に
そ｣
が
関
わ
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
｢
真｣
は
、『
岩
波
古
語
辞
典
補
訂 (
)版』
の
、
ま
[
真]
…
《
片
(
かた)
の
対
。
名
詞
・
動
詞
・
形
容
詞
に
つ
い
て
、
揃
っ
て
い
る
、
完
全
で
あ
る
、
本
物
で
あ
る
、
す
ぐ
れ
て
い
る
な
ど
の
意
を
表
わ
す
》
と
い
う
解
説
を
見
る
ま
で
も
な
く
、
ま
た
、
万
葉
集
中
の
｢
真
十
鏡｣
の
用
例
を
見
る
ま
で
も
な
く
、｢
完
全｣
を
表
す
こ
と
が
明
ら
か
だ
。
と
な
る
と
、
当
該
反
歌
三
一
八
番
歌
の
｢
真
白
に
そ
不
尽
の
高
嶺
に
雪
は
降
り
け
る｣
も
、｢
不
尽
の
高
嶺｣
全
体
に
雪
が
張
り
付
い
て
お
り
、
不
尽
山
の
山
容
全
体
が
白
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
歌
わ
れ
て
い
る
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
の
点
、
本
稿
の
こ
の
主
張
に
根
拠
を
与
え
て
く
れ
る
用
例
が
あ
る
。
次
の
用
例
で
あ
る
。
悲
二
傷
死
妻
一
高
橋
朝
臣
作
歌
一
首
并
短
歌
白
た
へ
の
袖
さ
し
交
へ
て
な
び
き
寝
し
我
が
黒
髪
の
真
白
髪
に
な
り
な
む
極
み
新
た
代
に
共
に
あ
ら
む
と
玉
の
緒
の
絶
え
じ
い
妹
と
結
び
て
し
こ
と
は
果
た
さ
ず
思
へ
り
し
心
は
遂
げ
ず
白
た
へ
の
手
本
を
別
れ
に
き
び
に
し
家
ゆ
も
出
で
て
み
ど
り
子
の
泣
く
を
も
置
き
て
朝
霧
の
お
ほ
に
な
り
つ
つ
山
背
の
相
楽
山
の
山
の
ま
に
行
き
過
ぎ
ぬ
れ
ば
…
…
(
３
・
四
八
一)
題
詞
を
見
れ
ば
、
こ
の
歌
が
｢
亡
妻
挽
歌
の
系
譜｣
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
永
遠
の
愛
を
誓
っ
て
い
た
の
に
妻
に
先
立
た
れ
た
夫
の
悲
哀
が
綴
ら
れ
る
歌
な
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
歌
の
｢
我
が
黒
髪
の
真
白
髪
に
な
り
な
む
極
み｣
は
、｢
夫
で
あ
る
私
の
黒
髪
が
、
残
す
と
こ
ろ
無
く
全
て
白
髪
に
な
る
ま
で
ず
っ
と｣
の
意
味
と
な
る
。
す
べ
て
白
髪
に
な
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
当
該
反
歌
三
一
八
番
歌
の
｢
真
白
に
そ
不
尽
の
高
嶺
に
雪
は
降
り
け
る｣
は
、｢
不
尽
の
高
嶺｣
全
体
に
雪
が
張
り
付
い
て
お
り
不
尽
山
の
山
容
全
体
が
白
く
な
っ
て
い
る
様
相
が
歌
わ
れ
て
い
る
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
不
尽
の
高
嶺
全
体
が
雪
に
覆
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
対
す
る
感
動
が
こ
こ
に
あ
る
の
で
あ
る
。
長
歌
で
す
で
に
｢
時
じ
く
そ
雪
は
降
り
け
る｣
と
歌
わ
れ
て
い
る
の
に
、
反
歌
に
お
い
て
｢
不
尽
の
高
嶺
に
雪
は
降
り
け
る｣
と
い
う
よ
う
に
、
再
び
気
付
き
の
｢
け
り｣
を
用
い
て
今
気
付
い
て
驚
い
て
い
る
よ
う
に
大
仰
に
歌
う
理
由
が
こ
こ
に
あ
る
と
捉
え
ら
れ
よ
う
。
さ
て
、
そ
の
よ
う
な
全
体
が
雪
に
白
く
覆
わ
れ
て
い
る
｢
不
尽
の
高
嶺｣
の
姿
が
、
当
該
反
歌
三
一
八
番
歌
の
作
品
世
界
の
中
に
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
。
長
歌
は
す
で
に
見
た
よ
う
に
、｢
不
尽
の
高
嶺｣
の
高
さ
へ
の
讃
仰
を
歌
っ
て
い
た
。
そ
れ
に
対
し
て
反
歌
の
方
は
、〈
真
白
〉
へ
の
川 晶輝：山部赤人 ｢不尽山を望む歌｣ について(五 )
讃
仰
を
歌
う
わ
け
で
あ
る
。
で
は
、
山
全
体
が
雪
に
白
く
覆
わ
れ
て
い
る
｢
不
尽
の
高
嶺｣
の
姿
を
讃
仰
す
る
に
は
、
ど
の
よ
う
な
〈
視
座
〉
が
必
要
な
の
か
。〈
真
白
〉
を
叙
述
す
る
に
足
る
視
座
の
確
保
が
成
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
当
該
反
歌
の
作
中
の
叙
述
の
〈
視
座
〉
は
、
ど
こ
に
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
改
め
て
、
第
二
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
題
詞
に
提
示
さ
れ
て
い
る
〈
望
〉
の
主
題
が
関
連
す
る
と
言
え
よ
う
。
山
容
を
見
渡
す
つ
ま
り
題
詞
に
提
示
さ
れ
て
い
る
〈
望
〉
を
成
す
こ
と
が
で
き
る
〈
讃
仰
す
る
た
め
の
視
座
〉、
す
な
わ
ち
〈
理
想
の
視
座
〉
が
ど
こ
に
求
め
ら
れ
る
の
か
の
分
析
を
目
指
し
た
い
。そ
こ
で
、
ま
ず
は
、
前
掲
の
清
水
克
彦
氏
｢
山
部
赤
人
論｣
の
指
摘
を
掲
げ
よ
う
。
赤
人
作
の
初
二
句
は
、｢
田
児
の
浦
ゆ
う
ち
出
で
て
見
れ
ば｣
で
あ
り
、
作
者
が
舟
に
乗
っ
て
来
た
の
か
、
そ
れ
と
も
海
岸
を
歩
い
て
来
た
の
か
さ
え
あ
き
ら
か
で
な
い
。
ま
し
て
、
手
に
ま
め
を
つ
く
り
な
が
ら
舟
を
漕
い
で
来
た
の
か
、
海
岸
の
砂
に
足
を
め
り
こ
ま
せ
て
難
儀
し
な
が
ら
歩
い
て
来
た
の
か
は
、
ま
っ
た
く
知
る
す
べ
も
な
い
。
赤
人
は
こ
こ
で
も
、
生
活
的
な
叙
述
を
こ
ば
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
指
摘
の
中
の
｢
生
活｣
に
は
、
こ
の
論
文
が
書
か
れ
た
一
九
五
六
年
当
時
の
論
述
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
が
見
え
よ
う
(
)
。
こ
こ
で
は
、｢
作
者
が
舟
に
乗
っ
て
来
た
の
か
、
そ
れ
と
も
海
岸
を
歩
い
て
来
た
の
か｣
の
部
分
を
参
照
し
た
い
。
｢
海
岸
を
歩
い
て
来
た｣
と
い
う
説
に
立
つ
論
の
嚆
矢
は
、
賀
茂
真
淵
『
萬
葉
考』
(
狛
諸
成
追
補)
で
あ
る
。『
考』
は
、
こ
は
ま
つ
打
出
て
田
児
の
浦
よ
り
見
れ
は
と
心
得
へ
し
、
か
く
言
を
上
下
に
し
て
云
ふ
事
、
集
に
も
古
今
哥
集
に
も
多
し
、
さ
て
駿
河
の
清
見
の
崎
よ
り
東
へ
行
は
、
今
さ
つ
た
坂
と
い
ふ
山
の
崖キシ
の
下
な
る
な
き
さ
づ
た
ひ
に
道
有
、
こ
れ
古
の
大
道
也
、
そ
の
辺
よ
り
向
ひ
の
伊
豆
の
山
も
と
ま
て
の
入
海
を
、
惣
て
田
児
の
浦
と
い
へ
り
、
か
く
て
右
の
岸
陰
を
行
は
つ
れ
ば
、
東
北
へ
入
た
る
海
の
わ
た
の
所
よ
り
、
富
士
の
嶺
は
し
め
て
見
ゆ
、
故
に
打
出
て
田
児
の
浦
よ
り
見
れ
は
、
て
ふ
心
に
て
か
く
つ
ゝ
け
た
る
を
知
る
也
、
東
路
の
い
つ
こ
は
あ
れ
ど
、
こ
ゝ
に
あ
ふ
き
見
る
に
し
く
は
あ
ら
ず
、
と
述
べ
、
自
説
を
主
張
す
る
た
め
に
右
に
見
る
よ
う
に
語
順
を
変
え
て
歌
を
把
握
し
よ
う
と
し
た
。
ま
た
、
上
田
秋
成
『
楢
の
杣』
は
、
此
哥
は
、
其
荒
礒
つ
た
ひ
し
て
、
山
の
下スソ
め
く
り
果
た
れ
は
、
こ
ゝ
を
田
子
浦
と
云
に
打
出
た
り
。
…
…
田
子
の
浦
従
と
書
た
れ
は
、
従ユ
と
よ
む
へ
き
を
、
古
点
に
従ニ
と
よ
み
し
か
、
言
は
叶
へ
り
。
目
を
閉
め
く
ら
し
て
お
も
ひ
は
か
れ
は
、
従
を
に
と
よ
み
て
か
な
へ
る
詞
章
あ
り
。
さ
て
な
ん
、
古
人
も
し
か
お
ほ
し
て
、
大
か
た
に
に
と
よ
ま
れ
た
れ
と
、
ゆ
と
よ
ま
て
は
叶
は
さ
る
も
有
。
よ
く
く
思
給
へ
。
と
述
べ
、｢
従｣
を
｢
ゆ｣
で
は
な
く
｢
に｣
と
訓
も
う
と
す
る
。
も
ち
ろ
ん
｢
ゆ
と
よ
ま
て
は
叶
は
さ
る
も
有
。
よ
く
く
思
給
へ
。｣
と
留
保
は
設
け
て
い
る
が
、
同
じ
く
上
田
秋
成
『
金
砂』
で
は
｢
田
子
の
浦
に
打
出
て
見
れ
は｣
と
訓
み
、｢
田
子
の
浦
に
出
る
。｣
と
注
解
す
る
。
こ
の
処
置
は
、
橘
守
部
『
萬
葉
集
檜
嬬
手』
で
も
同
様
だ
。『
檜
嬬
手』
は
、
於
二
田
児
之
浦
一
の
意
也
。
田
児
の
浦
よ
り
外
へ
打
出
た
る
に
は
非
ず
。
と
述
べ
た
の
で
あ
る
。
『
考』
の
｢
こ
は
ま
つ
打
出
て
田
児
の
浦
よ
り
見
れ
は
と
心
得
へ
し
、
か
く
言
を
上
下
に
し
て｣
と
い
う
よ
う
に
把
握
し
よ
う
と
す
る
行
為
に
対
し
て
は
、
山
田
孝
雄
氏
『
萬
葉
集
講
義』
の
、
｢
打
出
づ｣
と
い
ふ
語
は
上
の
｢
田
児
浦
ユ｣
よ
り
直
ち
に
つ
ゞ
く
る
語
遣
に
し
て
、
そ
こ
よ
り
｢
見
る｣
と
い
ふ
に
は
あ
ら
じ
。
と
い
う
的
確
な
批
判
を
当
て
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。『
考』
の
説
に
は
従
う
こ
と
が
で
き
な
い
。
ま
た
『
楢
の
杣』
『
金
砂』
『
檜
嬬
手』
の
処
置
に
も
従
え
な
い
。『
講
義』
が
、
｢
従｣
は
｢
ニ｣
と
よ
む
べ
き
字
に
あ
ら
ず
、
…
…
こ
の
｢
ユ｣
が
｢
よ
り｣
に
し
て
、
田
児
の
浦
よ
り
の
意
な
る
こ
と
は
明
ら
か
と
指
摘
す
る
と
お
り
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、｢
海
岸
を
歩
い
て
来
た｣
と
い
う
説
は
拠
り
所
を
失
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
だ
が
、
問
題
は
複
雑
な
様
相
を
呈
し
て
い
る
。
さ
ら
に
諸
説
を
追
っ
て
み
よ
う
。
一
九
三
七
年
一
一
月
刊
行
の
『
講
義
三』
よ
り
も
前
の
一
九
三
四
年
五
月
に
刊
行
さ
れ
た
『
国
語
・
国
文』
第
四
巻
第
五
号
掲
載
の
吉
澤
義
則
氏
｢
萬
葉
集
の
和
歌
の
語
位
破
格
に
よ
る
試
訓｣
で
は
、
｢
ゆ｣
は
｢
よ
り｣
で
あ
る
か
ら
、
当
然
｢
見
れ
ば｣
を
修
飾
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
勿
論
｢
田
子
の
浦
ゆ｣
は
副
詞
的
修
飾
語
だ
か
ら
、
そ
の
点
か
ら
い
へ
ば
、
用
言
で
あ
る
｢
打
出
で
ゝ｣
を
修
飾
す
る
こ
と
も
出
来
る
わ
け
で
あ
る
し
、
ま
た
こ
の
歌
を
離
れ
て
、
語
と
語
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と
の
意
味
の
接
続
か
ら
見
れ
ば
、
何
ら
支
障
は
無
い
の
で
あ
る
。
但
し
こ
の
歌
で
は
、
さ
う
見
る
と
い
ふ
と
、
田
子
浦
か
ら
何
処
へ
出
た
か
ゞ
分
ら
な
い
、
従
つ
て
何
処
か
ら
富
士
山
を
見
て
ゐ
る
か
分
ら
な
く
な
る
。
だ
か
ら
、
こ
の
歌
で
は
、
意
味
の
上
か
ら
見
て
、｢
田
子
の
浦
ゆ｣
は
｢
打
出
で
ゝ｣
を
距
て
ゝ
、｢
見
れ
ば｣
を
修
飾
す
る
も
の
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、｢
但
し
こ
の
歌
で
は
、
さ
う
見
る
と
い
ふ
と
、
田
子
浦
か
ら
何
処
へ
出
た
か
ゞ
分
ら
な
い｣
か
ら
｢『
田
子
の
浦
ゆ』
は
『
打
出
で
ゝ』
を
距
て
ゝ
、『
見
れ
ば』
を
修
飾
す
る｣
と
い
う
論
述
は
妥
当
な
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
対
し
て
は
、
澤
瀉
久
孝
氏
｢
田
児
の
浦
ゆ
打
出
で
て
見
れ
ば
(
)｣
に
お
け
る
、
｢
戸
口
か
ら
出
て
見
れ
ば｣
と
｢
出
て
戸
口
か
ら
見
れ
ば｣
と
は
意
味
が
違
ふ
の
で
あ
る
か
ら
、
歌
に
語
数
の
制
約
が
あ
る
と
し
て
も
後
者
の
意
を
表
は
す
為
に
、
語
を
前
後
し
て
前
者
の
如
く
い
ふ
事
は
無
理
で
あ
ら
う
。
と
い
う
論
述
が
参
照
さ
れ
よ
う
。
澤
瀉
論
の
こ
の
論
述
を
採
り
入
れ
て
、｢
田
児
の
浦
ゆ｣
は
次
の
｢
う
ち
出
で
て｣
に
掛
か
る
と
理
解
す
べ
き
で
あ
る
(
こ
の
｢
浦
ゆ
う
ち
出
で
て｣
と
い
う
表
現
に
つ
い
て
は
後
述
す
る)
。
も
っ
と
も
、
澤
瀉
論
と
し
て
は
、｢
田
児
の
浦
ゆ｣
の
｢
ゆ｣
は
そ
の
ま
ま
に
し
て
｢
田
児
の
浦
を｣
と
い
う
意
味
に
捉
え
、
作
者
は
由
比
、
蒲
原
の
浜
辺
の
道
を
、
山
か
げ
に
そ
う
て
歩
い
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
山
か
げ
か
ら
打
出
で
て
、
さ
へ
ぎ
る
も
の
も
な
い
中
天
に
、
秀
麗
な
富
士
の
高
嶺
を
う
ち
あ
ふ
い
だ
時
、
お
の
づ
か
ら
に
し
て
｢
田
児
の
浦
ゆ
打
出
で
て
見
れ
ば｣
の
句
が
成
つ
た
の
で
あ
る
。
と
述
べ
て
い
る
。
さ
ら
に
、｢
山
道
を
歩
い
て
来
た｣
と
で
も
言
う
べ
き
説
に
立
つ
論
も
あ
る
。
土
橋
寛
氏
『
古
代
歌
謡
全
注
釈
古
事
記 (
)編』
は
、
古
事
記
歌
謡
五
三
｢
お
し
て
る
や
難
波
の
埼
よ
出
で
立
ち
て
わ
が
国
見
れ
ば
、
淡
島
淤
能
碁
呂
島
檳
榔
の
島
も
見
ゆ
。
佐
気
都
島
見
ゆ
。｣
の
条
で
『
万
葉
集』
巻
13
・
三
二
三
八
番
歌
｢

坂
を
う
ち
出
で
て
見
れ
ば
近
江
の
海
白
木
綿
花
に
波
立
ち
渡
る｣
を
参
照
し
、
｢
う
ち
出
で
て｣
は

坂
山
の
視
界
を
さ
え
ぎ
ら
れ
た
山
道
を
出
る
意
で
あ
り
、
そ
こ
を
出
た
所
で
眺
望
が
開
け
て
、
淡
海
の
海
に
白
木
綿
花
の
よ
う
に
立
っ
て
い
る
波
が
見
え
た
の
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
西
の
ほ
う
か
ら
旅
を
続
け
て
来
た
赤
人
は
、
田
子
の
浦
に
出
る
ま
で
、
前
面
の
山
に
さ
え
ぎ
ら
れ
て
富
士
が
見
え
な
い
と
い
う
状
況
に
あ
っ
た
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
述
べ
る
。
し
か
し
、
三
二
三
八
番
歌
の
｢

坂
を
う
ち
出
で
て
見
れ
ば｣
と
い
う
表
現
を
当
該
反
歌
三
一
八
番
歌
に
そ
の
ま
ま
反
映
さ
せ
る
こ
と
に
は
無
理
が
あ
ろ
う
。
右
の
土
橋
著
書
の
｢
田
子
の
浦
に、
出
る
ま
で｣
(
傍
点
、

川)
に
そ
の
無
理
が
顕
在
化
し
て
い
よ
う
。
当
該
反
歌
に
は
｢
田
児
の
浦
ゆ、
う
ち
出
で
て
見
れ
ば｣
と
あ
る
。
分
析
は
表
現
に
則
し
て
あ
り
た
い
。
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
版
『
萬
葉
集』
も
、
こ
の
｢
山
道
を
歩
い
て
来
た｣
説
に
与
す
る
。
『
新
全
集』
は
、
頭
注
で
二
九
六
番
歌
の
条
に
載
せ
た
地
図
を
参
照
す
る
こ
と
を
求
め
、
中
世
以
前
の
田
子
ノ
浦
は
興
津
の
東
方
か
ら
由
比
を
経
て
蒲
原
か
ん
ば
ら
に
至
る
海
岸
を
い
う
。
｢
う
ち
出
で
て｣
は
｢

坂
を
う
ち
出
で
て
見
れ
ば｣
(
三
二
三
八)
の
例
も
あ
り
、
今
ま
で
周
り
に
山
な
ど
の
障
害
物
が
あ
っ
て
視
界
が
遮
ら
れ
て
い
た
所
か
ら
急
に
広
々
と
し
た
所
に
出
る
こ
と
を
い
う
。
こ
の
ユ
は
そ
れ
を
通
し
て
の
意
。
こ
の
歌
の
詠
ま
れ
た
地
点
に
つ
い
て
諸
説
が
あ
る
が
、

さ
つ
た
峠
(
九
〇
㍍)
の
鞍
部
か
ら
下
り
か
け
た
辺
り
で
、
正
面
に
金
丸
か
な
ま
る
山
(
蒲
原
北
方
の
山)
越
し
に
富
士
を
仰
ぎ
、
右
に
駿
河
湾
を
眺
め
て
詠
ん
だ
も
の
で
あ
ろ
う
。
近
世
以
前
は

山
の
東
南
海
岸
は
通
行
で
き
ず
、
興
津
か
ら
興
津
川
に
沿
っ
て
北
上
し
、
内
洞
う
ち
ほ
ら
の
辺
り
か
ら

峠
を
越
え
て
西
倉
沢
の
南
に
出
た
。
と
き
わ
め
て
実
体
的
に
述
べ
る
。
こ
の
『
新
全
集』
は
、
土
橋
著
書
と
同
様
に
三
二
三
八
番
歌
を
援
用
し
よ
う
と
す
る
が
、｢
こ
の
ユ
は
そ
れ
を
通
し
て
の
意｣
と
い
う
案
を
示
し
て
矛
盾
を
打
開
し
よ
う
と
す
る
。
し
か
し
、
こ
れ
で
は
、｢
田
児
の
浦
ゆ｣
が
｢
見
れ
ば｣
に
掛
か
る
こ
と
と
な
り
、
上
述
の
澤
瀉
論
か
ら
の
批
判
は
免
れ
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
も
そ
も
、『
新
全
集』
の
説
は
｢
田
子
の
浦｣
を
陸
地
と
せ
ね
ば
成
り
立
た
な
い
。
こ
こ
は
、｢
浦｣
の
分
析
・
理
解
を
地
道
に
進
め
る
べ
き
で
あ
る
。
万
葉
集
中
の
｢
浦｣
の
用
例
を
見
る
と
、｢(
１)
陸
地｣
｢(
２)
水
上｣
｢(
３)
陸
地
・
水
上
両
方
の
余
地
あ
り｣
と
一
応
分
類
で
き
る
。
(
１)
陸
地
①
…
…
網
の
浦
の
海
人
娘
子
ら
が
焼
く
塩
の
思
ひ
そ
燃
ゆ
る
我
が
下
心
(
１
・
五)
川 晶輝：山部赤人 ｢不尽山を望む歌｣ について(七 )
(２)
水
上
②
我
が
欲
り
し
野
島
は
見
せ
つ
底
深
き
阿
胡
根
の
浦
の
玉
そ
拾
は
ぬ
(
異
伝
注
記
省
略)
(
１
・
一
二)
③
あ
み
の
浦
に
船
乗
り
す
ら
む
娘
子
ら
が
玉
裳
の
裾
に
潮
満
つ
ら
む
か
(
１
・
四
〇)
④
荒
た
へ
の
藤
江
の
浦
に
す
ず
き
釣
る
海
人
と
か
見
ら
む
旅
行
く
我
を
(
異
伝
注
記
省
略)
(
３
・
二
五
二)
⑤
武
庫
の
浦
を
漕
ぎ
廻
る
小
舟
粟
島
を
そ
が
ひ
に
見
つ
つ
と
も
し
き
小
舟(
３
・
三
五
八)
(
３)
陸
地
・
水
上
両
方
の
余
地
あ
り
⑥
名
寸
隅
の
船
瀬
ゆ
見
ゆ
る
淡
路
島
松
帆
の
浦
に
朝
な
ぎ
に
玉
藻
刈
り
つ
つ
夕
な
ぎ
に
藻
塩
焼
き
つ
つ
海
人
娘
子
あ
り
と
は
聞
け
ど
…
…
(
６
・
九
三
五)
①
は
塩
を
焼
い
て
い
る
の
だ
か
ら
水
上
で
は
な
い
陸
地
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
一
方
、
②
は
｢
底
深
き
阿
胡
根
の
浦｣
と
あ
る
の
だ
か
ら
、
陸
地
と
は
言
え
ず
水
上
で
あ
る
。
③
は
舟
に
乗
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
水
上
で
あ
る
こ
と
が
明
瞭
で
あ
り
、
④
も
す
ず
き
を
釣
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
こ
れ
も
水
上
で
あ
る
。
⑤
は
小
舟
が
漕
ぎ
巡
る
の
で
あ
る
か
ら
水
上
で
あ
る
。
だ
が
、
陸
地
か
水
上
か
述
べ
る
こ
と
に
さ
ほ
ど
意
味
の
無
い
例
も
あ
る
。
⑥
は
朝
な
ぎ
に
玉
藻
を
刈
る
と
歌
わ
れ
る
。
玉
藻
が
生
え
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
水
中
の
時
が
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
玉
藻
を
刈
る
時
に
は
陸
地
と
な
っ
て
い
る
わ
け
だ
。
こ
う
見
て
く
る
と
、｢
浦｣
は
、
歌
の
詠
ま
れ
方
に
よ
っ
て
陸
地
な
の
か
水
上
な
の
か
が
変
わ
る
と
言
え
そ
う
だ
。
こ
れ
は
、｢
浦
廻
(
＝
う
ら
み)｣
で
も
同
様
で
、
⑦
水
伝
ふ
磯
の
浦
廻
の
石
つ
つ
じ
茂
く
咲
く
道
を
ま
た
も
見
む
か
も
(
２
・
一
八
五)
⑧
軽
の
池
の
浦
廻
行
き
廻
る
鴨
す
ら
に
玉
藻
の
上
に
ひ
と
り
寝
な
く
に
(
３
・
三
九
〇)
を
見
れ
ば
、
⑦
は
石
つ
つ
じ
が
繁
く
咲
い
て
い
る
の
だ
か
ら
陸
地
を
指
し
、
⑧
は
鴨
が
行
き
巡
る
の
で
あ
る
か
ら
水
上
を
指
し
て
い
る
。
浦
廻
(
う
ら
み)
も
陸
地
と
水
上
の
両
方
の
用
例
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。
当
該
歌
は
、｢
田
児
の
浦
ゆ
う
ち
出
で
て
見
れ
ば｣
と
い
う
表
現
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、｢
浦
ゆ｣
と
｢
う
ち
出
づ｣
と
の
か
か
わ
り
の
検
討
が
肝
要
と
な
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
万
葉
集
中
の
用
例
を
見
て
み
よ
う
。
イ
葦
北
の
野
坂
の
浦
ゆ
船
出
し
ふ
な
で
て
水
島
に
行
か
む
波
立
つ
な
ゆ
め
(
３
・
二
四
六)
ロ
田
児
の
浦
ゆ
う
ち
出
で
て
見
れ
ば
真
白
に
そ
不
尽
の
高
嶺
に
雪
は
降
り
け
る
(
３
・
三
一
八
当
該
歌)
ハ
い
づ
く
に
か
船
乗
り
し
け
む
高
島
の
香
取
の
浦
ゆ
漕
ぎ
出
来
る
船
(
７
・
一
一
七
二)
ニ
月
読
の
光
を
清
み
神
島
の
磯
廻
の
浦
ゆ
船
出
す
ふ
な
で
我
は
(
15
・
三
五
九
九)
右
の
｢
浦
ゆ｣
＋
｢
船ふな
出で
す
・
う
ち
出
づ
・
漕
ぎ
出
来｣
の
用
例
を
見
れ
ば
、
当
該
反
歌
は
、
｢
田
児
の
浦
か
ら
漕
ぎ
出
る｣
こ
と
が
歌
わ
れ
て
い
る
と
素
直
に
捉
え
ら
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
鹿
持
雅
澄
『
萬
葉
集
古
義』
が
｢
田
児
の
浦
よ
り
、
沖
の
方
へ
と
い
ふ
意
な
り
、
…
…
打ウチ
出デ
而テ
見ミレ
者バ
は
、
…
…
田
児
の
浦
よ
り
、
海
の
沖
の
方
へ
船
漕
出
て
、
不
尽
山
を
見
れ
ば
、
と
い
ふ
意
な
り｣
と
指
摘
し
て
い
た
と
お
り
で
あ
ろ
う
(
)
。
で
あ
る
の
に
、
な
ぜ
、
前
掲
土
橋
著
書
や
『
新
全
集』
は
、
先
の
よ
う
に
捉
え
た
の
か
。
そ
こ
に
は
、
当
該
反
歌
が
『
新
古
今
和
歌
集』
そ
し
て
｢
百
人
一
首｣
に
、
田
子
の
浦
に
う
ち
出
で
て
見
れ
ば
白
妙
の
富
士
の
高
嶺
に
雪
は
降
り
つ
つ
(『
新
古
今
和
歌
集』
冬
歌
、
六
七
五
(
))
と
い
う
形
で
収
載
さ
れ
た
こ
と
が
原
因
と
し
て
横
た
わ
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
量
さ
れ
る
。
こ
の
後
代
の
〈
読
み
〉
に
引
き
ず
ら
れ
な
い
よ
う
に
と
身
構
え
る
意
識
が
強
す
ぎ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
も
う
一
つ
は
、
実
地
踏
査
研
究
の
陥
穽
に
関
係
し
て
の
｢
テ
キ
ス
ト
の
内
と
外
の
問
題｣
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
久
米
常
民
氏
｢
萬
葉
集
自
然
誦
詠
に
お
け
る
仮
構
性
―
山
部
赤
人
の
歌
四
首
―
(
)｣
は
自
然
を
歌
う
際
の
｢
仮
構｣
を
指
摘
す
る
。
す
な
わ
ち
、
歌
人
山
部
赤
人
の
中
に
、
｢
如
何
に
構
え
た
ら
、
人
が
美
し
い
と
感
ず
る
自
然
を
構
成
す
る
こ
と
が
出
来
る
か
を
苦
慮
し
て
い
た｣
様
相
や
、｢
仮
構
に
よ
っ
て
、
彼
の
好
み
に
あ
う
自
然
に
、
現
実
の
自
然
を
作
り
か
え
よ
う
と
企
図
し｣
て
い
た
様
相
を
見
出
す
の
で
あ
る
。
こ
の
論
考
は
当
該
作
品
を
考
察
す
る
際
に
も
参
考
に
な
ろ
う
。
ま
た
、
坂
本
信
幸
氏
｢
赤
人
と
自
然
(
)｣
は
｢
自
然
を
自
然
と
し
て
見
る
姿
勢
と
、
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そ
れ
を
作
品
と
し
て
形
象
化
す
る
こ
と
に
は
、
ま
た
別
の
問
題
が
あ
る
の
で
あ
る｣
と
指
摘
し
て
い
た
。
当
時
の
実
際
の
地
形
と
、
作
品
内
で
ど
う
作
品
世
界
が
構
築
さ
れ
て
い
る
か
と
は
、
そ
も
そ
も
別
だ
。
当
該
作
品
の
場
合
、
歌
が
詠
ま
れ
た
場
所
が
あ
る
程
度
明
ら
か
で
あ
る
だ
け
に
、
実
体
的
に
突
き
詰
め
た
い
衝
動
が
諸
注
釈
書
・
諸
論
者
の
中
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
実
地
踏
査
研
究
に
よ
っ
て
す
べ
て
が
理
解
で
き
た
よ
う
に
感
じ
て
し
ま
う
陥
穽
に
も
ま
た
、
我
々
は
自
覚
的
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
る
。
そ
し
て
、
注
釈
書
等
に
地
図
が
示
さ
れ
た
り
す
る
と
、
そ
の
陥
穽
は
い
っ
そ
う
深
く
な
っ
て
し
ま
う
(
)
。
思
う
に
、
前
掲
の
坂
本
信
幸
氏
｢
時
間
・
空
間
・
山
部
赤
人｣
が
当
該
作
品
に
対
し
て
｢
設
定
さ
れ
た
空
間｣
の
所
在
を
指
摘
し
、
内
田
賢

氏
｢
山
部
赤
人
の
時
空｣
が
｢
構
図｣
の
存
在
を
指
摘
し
た
業
績
は
、
こ
の
｢
実
体
化
の
陥
穽｣
｢
テ
キ
ス
ト
の
内
と
外
の
問
題｣
へ
の
挑
戦
で
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
五
ま
と
め
当
該
作
品
の
長
歌
で
は
、
不
尽
山
の
高
さ
の
讃
仰
に
力
が
注
が
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
長
歌
の
叙
述
は
、
漢
籍
の
表
現
の
摂
取
に
基
づ
く
き
わ
め
て
概
念
的
な
叙
述
で
あ
っ
た
。｢
振
り
放
け
見
れ
ば｣
と
歌
っ
て
も
、
ど
こ
か
ら
｢
振
り
放
け
見
る｣
の
か
の
〈
視
座
〉
が
明
示
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
前
掲
坂
本
信
幸
氏
｢
赤
人
の
富
士
の
山
の
歌｣
の
｢
長
歌
反
歌
は
緊
密
な
関
係
を
有
し
て｣
い
る
と
い
う
指
摘
に
導
き
を
得
れ
ば
、
長
歌
と
反
歌
の
役
割
分
担
と
い
う
あ
り
よ
う
に
理
解
が
届
く
。
つ
ま
り
、
当
該
作
品
に
お
い
て
、
長
歌
は
一
身
に
不
尽
山
の
高
さ
の
讃
仰
の
役
割
を
担
い
、｢
ど
こ
か
ら
振
り
放
け
見
る｣
の
か
の
叙
述
を
欠
く
。
当
該
作
品
を
享
受
す
る
者
(
聴
く
者
・
読
む
者)
は
、
そ
の
い
わ
ば
叙
述
の
空
所
へ
興
味
を
向
け
る
。
そ
し
て
そ
の
空
所
を
反
歌
が
描
き
出
す
と
い
う
役
割
分
担
を
見
出
せ
る
。｢
振
り
放
け
見
る｣
〈
視
座
〉
の
在
処
(
あ
り
か)
の
説
明
は
、
す
べ
て
反
歌
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
長
歌
に
お
け
る
讃
仰
の
う
ち
の
降
雪
の
要
素
を
引
き
継
い
で
反
歌
は
歌
い
出
さ
れ
る
。
長
歌
で
す
で
に
｢
時
じ
く
そ
雪
は
降
り
け
る｣
と
歌
わ
れ
て
い
る
の
に
、
反
歌
に
お
い
て
、｢
不
尽
の
高
嶺
に
雪
は
降
り
け
る｣
と
い
う
よ
う
に
気
付
き
の
｢
け
り｣
を
用
い
て
、
今
気
付
い
て
驚
い
て
い
る
よ
う
に
歌
う
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
大
仰
な
感
動
の
表
現
に
よ
っ
て
、
不
尽
山
へ
の
讃
仰
が
な
さ
れ
る
わ
け
で
あ
り
、
こ
こ
に
、
当
該
歌
と
し
て
の
意
匠
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
本
稿
の
｢
一
は
じ
め
に｣
に
掲
げ
た
よ
う
に
、
坂
本
信
幸
氏
｢
時
間
・
空
間
・
山
部
赤
人｣
は
当
該
作
品
に
対
し
て
｢
設
定
さ
れ
た
空
間｣
の
所
在
を
指
摘
し
、
内
田
賢

氏
｢
山
部
赤
人
の
時
空｣
は
｢
構
図｣
の
所
在
を
指
摘
し
て
い
た
。
前
章
で
見
た
よ
う
に
、
当
該
反
歌
で
は
、
田
児
の
浦
か
ら
漕
ぎ
出
し
て
不
尽
山
を
見
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
｢
見
る｣
行
為
は
、
題
詞
に
提
示
さ
れ
て
い
る
〈
望
〉
の
主
題
と
合
致
す
る
。
山
容
を
見
渡
し
て
讃
仰
す
る
た
め
の
〈
理
想
の
視
座
〉
と
し
て
、
洋
上
の
視
座
が
｢
仮
構｣
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
山
部
赤
人
作
品
に
お
け
る
｢
仮
構｣
の
持
つ
意
義
に
つ
い
て
は
、
前
掲
の
久
米
常
民
氏
｢
萬
葉
集
自
然
誦
詠
に
お
け
る
仮
構
性
―
山
部
赤
人
の
歌
四
首
―｣
を
参
照
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
前
掲
『
古
義』
の
指
摘
に
対
し
て
、『
講
義』
は
｢
田
児
浦
よ
り
船
に
乗
り
て
海
上
よ
り
富
士
山
を
詠
め
た
り
と
す
る
必
要
は
更
に
な
し｣
と
だ
け
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、〈
讃
仰
す
る
た
め
の
理
想
の
視
座
〉
を
得
る
た
め
に
は
、｢
必
要｣
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
我
々
は
、〈
理
想
の
視
座
〉
と
し
て
の
｢
洋
上
の
視
座｣
に
対
し
て
抵
抗
が
無
い
は
ず
で
あ
る
。
柿
本
人
麻
呂
｢
羈
旅
歌
八
首｣
の
、
天
ざ
か
る
鄙
の
長
道
ゆ
恋
ひ
来
れ
ば
明
石
の
門
よ
り
大
和
島
見
ゆ
〈
一
本
に
云
ふ
｢
家
の
あ
た
り
見
ゆ｣
〉(
３
・
二
五
五)
に
は
、
明
石
海
峡
の
西
側
の
洋
上
か
ら
｢
明
石
の
門｣
を
通
し
て
故
郷
大
和
の
懐
か
し
い
地
が
見
え
る
と
歌
わ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
確
か
に
｢
洋
上
の
視
座｣
が
あ
る
わ
け
で
あ
る
。
ま
た
、
難
波
津
を
漕
ぎ
出
て
見
れ
ば
神
さ
ぶ
る
生
駒
高
嶺
に
雲
そ
た
な
び
く
(
20
・
四
三
八
〇)
と
い
う
防
人
歌
も
参
照
で
き
る
。
こ
こ
に
も
確
か
に
｢
洋
上
の
視
座｣
が
あ
る
わ
け
で
あ
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
題
詞
｢
山
部
宿
祢
赤
人
望
二
不
盡
山
一
歌
一
首
并
短
歌｣
は
山
部
赤
人
自
身
が
付
け
た
確
証
は
無
く
、
お
そ
ら
く
編
者
の
手
に
拠
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
漢
詩
の
詩
題
｢
望
○
○｣
と
つ
な
が
る
こ
の
題
詞
が
付
け
ら
れ
た
こ
と
は
、
結
果
と
し
て
正
し
い
見
識
に
基
づ
く
と
言
え
よ
う
。
不
尽
山
を
〈
望
〉
す
る
こ
と
の
当
該
作
品
に
お
け
る
主
題
を
見
事
に
把
握
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
詩
題
〈
望
〉
に
適
う
〈
讃
仰
す
る
た
め
の
理
想
の
視
座
〉
を
め
ぐ
る
当
該
作
品
に
お
け
る
意
匠
の
存
在
を
指
摘
し
て
ま
と
め
と
し
た
い
。
川 晶輝：山部赤人 ｢不尽山を望む歌｣ について(九 )
注
(
)
本
稿
は
、
当
該
作
品
の
本
文
を
掲
出
す
る
に
あ
た
り
、
閲
覧
可
能
な
写
本
は
複
製
に
て
確
認
し
閲
覧
不
可
能
な
写
本
は
『
校
本
萬
葉
集』
の
記
述
を
参
照
し
本
文
校
訂
作
業
を
施
し
て
い
る
。
題
詞
は
校
訂
作
業
を
施
し
た
原
文
を
掲
げ
、
歌
は
校
訂
作
業
を
施
し
た
原
文
を
基
に
し
て
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
版
『
萬
葉
集』
(
小
学
館)
の
書
き
下
し
に
拠
り
適
宜
書
き
下
し
て
い
る
。
(
)
坂
本
信
幸
氏
｢
時
間
・
空
間
・
山
部
赤
人｣
(『
国
文
学
解
釈
と
教
材
の
研
究』
二
八
巻
七
号
、
一
九
八
三
年
五
月)
(
)
内
田
賢

氏
｢
山
部
赤
人
の
時
空｣
(『
叙
説』
三
七
号(
坂
本
教
授
退
休
記
念)
、
二
〇
一
〇
年
三
月)
(
)
坂
本
信
幸
氏
｢
赤
人
の
富
士
の
山
の
歌｣
(『
セ
ミ
ナ
ー
万
葉
の
歌
人
と
作
品
第
七
巻
山
部
赤
人
・
高
橋
虫
麻
呂』
、
二
〇
〇
一
年
九
月
、
和
泉
書
院)
(
)
清
水
克
彦
氏
｢
山
部
赤
人
論｣
(『
萬
葉
論
序
説』
、
一
九
六
〇
年
一
月
、
青
木
書
店)
(
)
『
毛
詩
正
義』
の
引
用
は
『
十
三
経
注
疏』
(
中
文
出
版
社)
に
拠
り
、
句
点
・
返
り
点
を
付
し
た
。
(
	)
『
釋
名』
の
引
用
は
『
漢
魏
叢
書』
に
拠
る
。
(

)
『
芸
文
類
聚』
の
引
用
は
、『
藝
文
類
聚』
(
上
海
古
籍
出
版
社)
に
拠
る
。『
芸
文
類
聚』
に
つ
い
て
、
小
島
憲
之
氏
｢
万
葉
集
と
中
国
文
学
と
の
交
流
―
そ
の
概
観
―｣
(『
上
代
日
本
文
學
と
中
国
文
學
中
―
出
典
論
を
中
心
と
す
る
比
較
文
學
的
考
察
―』
、
一
九
六
四
年
三
月
、
塙
書
房)
が
、
万
葉
集
第
三
期
に
お
け
る
｢
表
現
材
の
も
と
と
な
つ
た
主
要
な
書
籍｣
と
把
握
し
た
こ
と
の
意
義
は
大
き
い
。
そ
の
点
、
本
稿
に
お
い
て
『
芸
文
類
聚』
に
お
け
る
｢
望｣
の
詩
題
と
し
て
の
存
在
意
義
を
提
示
す
る
こ
と
は
き
わ
め
て
重
要
で
あ
る
。
(
)
『
文
選』
の
引
用
は
、
李
善
注
を
掲
載
す
る
『
文
選』
(
芸
文
印
書
館)
に
拠
り
、
句
点
・
返
り
点
を
付
し
た
。
以
下
の
『
文
選』
の
引
用
も
同
じ
。
(
)
小
島
憲
之
氏
｢
萬
葉
集
と
中
国
文
学
と
の
交
流
―
そ
の
概
観
―｣
(
注
８
に
同
じ)
(
)
『
史
記』
の
引
用
は
、『
史
記』
(
中
華
書
局)
に
拠
る
。
(
)
高
松
寿
夫
氏
｢
〈
不
尽
山
〉
の
発
見
―
赤
人
・
虫
麻
呂
歌
を
め
ぐ
っ
て
―｣
(『
上
代
和
歌
史
の
研
究』
、
二
〇
〇
七
年
三
月
、
新
典
社
。
初
出
、
一
九
九
一
年
三
月)
(
)
大
野
晋
氏
・
佐
竹
昭
広
氏
・
前
田
金
五
郎
氏
編
『
岩
波
古
語
辞
典
補
訂
版』
(
一
九
九
〇
年
二
月
、
岩
波
書
店)
(
)
当
該
論
文
掲
載
の
清
水
克
彦
氏
『
萬
葉
論
序
説』
(
前
掲)
の
｢
あ
と
が
き｣
に
は
、
こ
の
論
考
が
一
九
五
六
年
八
月
に
書
か
れ
た
旨
の
記
述
が
あ
る
。
(
)
澤
瀉
久
孝
氏
｢
田
児
の
浦
ゆ
打
出
で
て
見
れ
ば｣
(『
萬
葉
古
径
一』
、
一
九
七
九
年
三
月
、
中
公
文
庫
。
初
出
は
一
九
四
一
年
六
月
、
京
都
弘
文
堂
書
房
。
同
書
に
｢
昭
和
十
五
年
十
二
月
二
日
稿
了｣
と
の
記
述
あ
り)
(
)
土
橋
寛
氏
『
古
代
歌
謡
全
注
釈
古
事
記
編』
(
一
九
七
二
年
一
月
、
角
川
書
店)
(
)
ほ
と
ん
ど
の
注
釈
書
が
陸
上
の
視
座
を
指
摘
す
る
中
で
、
佐
竹
昭
広
氏
・
山
田
英
雄
氏
・
工
藤
力
男
氏
・
大
谷
雅
夫
氏
・
山
崎
福
之
氏
校
注
、
岩
波
文
庫
版
『
万
葉
集』
(
二
〇
一
三
年
一
月)
は
、｢
田
子
の
浦
を
通
っ
て
、
視
界
の
開
け
た
場
所
に
出
て
の
意
に
解
す
る｣
と
し
な
が
ら
も
、『
古
義』
の
説
を
否
定
せ
ず
に
紹
介
し
て
い
る
。
(
)
『
新
古
今
和
歌
集』
の
引
用
は
、
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
版
『
新
古
今
和
歌
集』
に
拠
る
。
(
)
久
米
常
民
氏
｢
萬
葉
集
自
然
誦
詠
に
お
け
る
仮
構
性
―
山
部
赤
人
の
歌
四
首
―｣
(『
萬
葉
集
の
誦
詠
歌』
、
一
九
六
一
年
七
月
、
塙
書
房)
(
)
坂
本
信
幸
氏
｢
赤
人
と
自
然｣
(『
国
文
学
解
釈
と
教
材
の
研
究』
三
三
巻
一
号
、
一
九
八
八
年
一
月)
(
)

川
晶
輝
｢
山
部
赤
人
『
紀
伊
国
行
幸
歌』
の
空
間
把
握
に
つ
い
て｣
(『
上
代
文
学』
一
一
七
号
、
二
〇
一
六
年
一
一
月)
。
[
附
記]
本
稿
は
、
科
学
研
究
費
助
成
事
業
(
学
術
研
究
助
成
基
金
助
成
金)
(
基
盤
研
究
(
ｃ))
｢
墓
誌
の
表
現
分
析
を
基
盤
と
し
た
日
中
韓
三
カ
国
の
文
化
交
流
の
応
用
的
研
究｣
(
課
題
番
号：
1
5
K
0
2
2
3
4)
交
付
に
よ
る
成
果
に
基
づ
く
。
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